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凡 例 

・本書は、令和４年度「千代田学」に関する区内大学等の事業提案制度 共同事業「自然災害発生時における 

大学を拠点とした帰宅困難者支援に関する研究―（２）教職員および学生を対象とした帰宅困難者支援施設 

運営ゲームの開発」の報告書である。 

・本書は、千代田区内近接大学の高等教育連携強化コンソーシアム（千代田区キャンパスコンソ／東京家政学 

院大学・大妻女子大学・共立女子大学・二松学舎大学・法政大学）共同で作成した。 

・本書の各章の執筆担当は次のとおりである。 

  第１章：酒井治子（東京家政学院大学） 

第２章：水田瑠奈（共立女子大学）、近藤 壮（共立女子大学）、谷島貫太（二松学舎大学） 

第３章：伊藤マモル（法政大学）、堀 洋元（大妻女子大学）、酒井治子（東京家政学院大学） 

下坂智惠（大妻女子大学） 

第４章：伊藤マモル（法政大学）、酒井治子（東京家政学院大学）、谷島貫太（二松学舎大学） 

    近藤 壮（共立女子大学）、堀 洋元（大妻女子大学） 

まとめと今後の展望：酒井治子（東京家政学院大学） 

・本書各章・各節の執筆者は、文末に記した。また第２章以降の各論については各節の冒頭にも記した。 

・本書の編集は酒井治子（東京家政学院大学）が統括し、実務を近藤 壮（共立女子大学）が行った。 
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